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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、Key Words Meeting (KWM)を用いて、可視化した学生の学習状況やKWMの利
用状況を教員に提示し、学習・教育環境の改善に活かすための教育実践サイクルを開発し、その効果を検討することで
ある。開発した教育実践サイクルは、教員の授業改善や生徒への理解を深めるきっかけになっており、教員のフィード
バックが生徒の学習意欲の向上や学習行動の変化に影響を与えている可能性があることがわかった。また、効果的に運
用するためには、生徒用の個人端末やインターネット環境を整備し、時間的な制約がある教員への支援として学校全体
としての取組みが必要であるということがわかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop practical education cycle using Key Words 
Meeting (KWM) and to examine the effect. KWM provided teachers with visualized learning activities and 
access history. As a result, we found that teachers got opportunities to understand students' learning 
and to improvement class. And, there is a possibility that feedback from teachers had positive effects on 
student's learning motivation and learning activities. In order to manage this practical education cycle 
more effectively, we need to prepare personal mobile terminal for students and internet environment as 
well as to support teachers how to obtain practical education time.

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 近年、教育の現場における ICT 導入は著し
く進んでおり、電子教科書や電子黒板などの
教材の工夫や、E-learning などの自主学習教
材の開発が進んでいる。また、教育の ICT 化
には教材提示時間の短縮化や利用者の作業
効率向上だけでなく、ICT を使うことで学習
活動の効果を高めるための支援が求められ
ている。欧米では、ラーニング・アナリテ
ィクスと称される新しい研究領域に注目が
集まっており、日々システムに蓄積される
膨大な学習履歴情報のログ・データから、何
をどのように分析し、学習・教育環境をどの
ように改善すればよいかが議論されている。
このような背景の中、ICT を用いた効果的な
教育支援は喫緊の課題であり、そのための教
育実践サイクル（授業設計、授業準備、授業
改善の方法）を模索する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 Jahng らが開発した Key Words Meeting（以
下、KWM）は、授業を情報伝達の場と捉え、
先生が伝えたかったことが、学生に伝わった
かどうかを確認するための教育学習支援ツ
ールである。KWM は、授業評価アンケートや
小テストとは異なり、授業内容の伝達状況を
定量化できることが大きな特長である。これ
まで定量的に測ることが難しかった授業評
価や学習評価が可能になることで、より授業
改善を意識した教育実践サイクルが構築で
きる。本研究では、可視化した学生の学習状
況や KWM の利用状況を、学習・教育環境の改
善に活かすための教育実践サイクルの開発
とその効果の検証を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)KWM を導入した対象授業 
 2014 年度から 2015 年度にかけて、福岡県
嘉麻市立稲築中学校と田川市立中央中学校
において、英語・数学・理科・社会の 4教科
の授業で KWM を導入した。対象とした学校・
教科・KWM を用いた授業回数・生徒数の一覧
を表 1に示す。 
 

表 1 KWM を導入した授業の一覧 

(2)KWM の流れ 
 KWM の流れを図 1 に示す。教員は授業前に
指導計画を作成する段階において、授業内容
をキーワード（以下、kw）によって構造化し、
その kw をもとに授業を行う。kw は、メイン
kw とそれを説明するためのサブ kw から構成
される（図 1「1.教員の kw 準備」および「2.
教員の kw 確定」）。 
 「3.生徒の提出」において、生徒は授業で
記憶に残った kw や補足希望、質問、ノート、
その授業における気づきなどを提出する。提
出方法には、Web もしくは紙媒体を用いて、
生徒のICTリテラシーの習熟度や教科を担当
する教員の意向によって選択できるように
した。Web 版を用いる際には、研究対象校用
のサーバを設置し、入力端末として中学校に
設置してあるラップトップ型の PC かタブレ
ット PC（モバイルデータ端末を含む）を選択
できるようにした。 
 また、「4.教員の Feedback」では、授業内
で教員が直接フィードバック(以下、FB)する
方法と Web 上で FB する方法があり、授業の
進捗状況や教員のICTリテラシーの状況に応
じて選択できるようにした。教員が Web 上で
FB した場合には、生徒は「5.生徒の閲覧」の
際に、授業内外の時間において、ラップトッ
プ型の PCかタブレット PCを用いて閲覧する
ようにした。 

図 1 KWM の流れ 
 
(3)教員に提供される生徒の学習状況 
 「3.生徒の提出」が終わった後、教員には
生徒が記憶した kw の情報に基づき、5つの指
標が算出される。5つの指標は、メイン kw の
記 憶 状 況 （ RMP; Retained Main-kw 
Proportion）、サブ kw の記憶状況（RSP; 
Retained Sub-kw Proportion）、メイン kw 別
の RSP 平均値（ARSP; Average of RSP）、1つ
の授業における RMP の平均値（CRMP; Class 
RMP）と ARSP の平均値（CARSP; Class ARSP）
である。これらの指標を表と図によって示し
たものを表 2と図 2に示す。また、補足希望
数や、質問、ノート、気づきの提出数や先生
の FB 内容の閲覧についても図表で示した。 



表 2 kw の記憶状況例 

図 2 kw の記憶状況例 
 
(4)教育実践サイクルの効果の検討 
 対象授業のうち、最も利用状況が長かった
中学 1 年生数学の授業において、1 学期と 2
学期の定期考査 3 回分の平均値と 1 学期と 2
学期にKWMを用いた授業における個人別のkw
の記憶状況の結果を用いて相関分析を行っ
た。また、全授業終了後に 6人の担当教員に
対して、KWM を用いた教育実践サイクルにつ
いて半構造化面接を行い、その効果について
検討を行った。 
 
４．研究成果 
（1）KWM を用いた教育実践サイクルの開発 
 中学校の授業へKWMを導入する上で重要な
点の一つは、「生徒の報告」および「生徒の
閲覧」のための時間をどのようにして確保す

るか、であることがわかった。中学校では、
文部科学省の指導要領において、各教科の授
業時数と指導内容が定められているため、授
業が実施される教室のICT環境が整っていな
い場合には、KWM を利用するためのパソコン
教室への移動や PC の起動を待つなどの準備
が必要となり、授業時間を必要以上に費やす
可能性がある。 
 KWM の長所は、授業内での復習や授業外で
の補習授業を、教員が Web 上での補足説明や
継続的質疑の実施で代替できることにあり、
限られた授業時数で指導内容を確実に伝え
なければならない教員にとっては大きなメ
リットになる。したがって、教室での ICT 環
境が整っていない学校でKWMを導入する場合
には、KWM の報告および閲覧の回数や時期を
事前に検討しておくことが必要である。本研
究では指導要領の 1単元（もしくは複数の単
元）が終了した時点で報告と閲覧を行ったが、
その他にも月末や学期末といった報告と閲
覧のタイミングを考慮する必要がある。 
 また、パソコン教室を用いる場合、複数の
学級が同時に使用できないといった設備的
な課題もある。この課題は KWM に限らず ICT
を用いた教育支援方法全てに共通するもの
であり、KWM を用いた効果的な教育実践サイ
クルを実現するためには、通常の教室で運用
できる生徒用の個人端末（タブレット PC な
ど）やインターネット環境を整備する必要性
がある。 
 
(2)KWM を用いた教育実践サイクルの効果 
①相関分析の結果 
 定期考査の結果と個人別の kw の記憶状況
の相関を求めたところ、正の相関が認められ
た（r=0.62, p<0.01）。散布図を図 3に示す。 
 ICT やラーニング・アナリティクスを用い
た教育実践サイクルのメリットは、教員に生
徒一人ひとりの授業内容の学習成果を把握
するための情報が素早く提供され、教員がそ
の状況に応じた手立てを工夫できることに
ある。kw の記憶状況が低い生徒に対して、教
員が授業後に FB を行うことは、授業内容の
基礎的・基本的な知識や技能の定着を図るこ
とにつながると考えられる。 

図 3 定期考査の平均値と 
個人別 kw の記憶状況の散布図 
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②半構造化面接の結果 
 表 3に教員の変化や満足度についての回答
内容を、表 4に教員から見た生徒の変化につ
いての回答内容を示す。 
 

表 3教員の変化や満足度 

 教員の変化については、KWM が授業を振り
返るきっかけになったこと、KWM を通して生
徒からの質問が出るようになったことなど
が挙げられており、KWM によって可視化され
た生徒の学習状況が、教員自身の授業改善情
報として活用されていたことや生徒に対す
る教員の理解を深めることがわかった。また、
満足度については、KWM を行うことの意義は
感じているものの、時間的な制約や学校全体
としての支援の必要性といった教員への支
援環境についての要望が挙げられていた。 
 教員から見た生徒の変化については、ICT
機器を用いることに対する興味やKWM上での
教員と生徒間のコミュニケーションによる
学習意欲の向上についての回答が挙げられ
ており、教員のフィードバックが生徒の学習
意欲の向上や学習行動の変化につながるこ
とがわかった。 
 

表 4 教員から見た生徒の変化 
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